
次回以降の議題について 

                        【●は取り上げ項目、太太字字は新規提案】 

 

１ 自然生態系（第２回） 

●稚アユ保護ロープ設置 

●鳥類の餌付け 

●ホタルの生育環境の改善 

●外来生物 

○鳶の増加によるゆりかもめ保護の必要性 

○鴨川の生態系の保全策 

○河河川川愛愛護護意意識識醸醸成成ののたためめのの生生態態系系調調査査のの実実施施ににつついいてて 

○鴨鴨川川河河川川敷敷ににホホタタルルのの生生息息地地をを整整備備すするるここととににつついいてて 

 

２ 河川整備課題（第３回） 

●五条～下流域の整備計画 

○河川敷の整備方針について 

○河河川川敷敷ににおおけけるる土土系系遊遊歩歩道道のの保保全全ににつついいてて 

○河河川川敷敷ににおおけけるる土土止止めめののたためめのの芝芝生生のの必必要要性性ににつついいてて  

○鴨鴨川川流流域域のの利利用用形形態態のの区区分分ににつついいてて（（上上流流はは自自然然学学習習のの場場、、中中流流はは文文化化歴歴史史をを重重視視、、

下下流流はは運運動動場場ななどど）） 

 

３ 河川環境（第３回） 

  ●水質 

  ●樹木（さくら）の保護・育成 

  ●増水時の安全対策 

  ○鴨川上流域における河川環境 

  ○鴨川が残そうとする「美しさ」を明確にする（山紫水明など） 

  ○流域住民団体又は個人による環境等の維持管理 

  ○鴨川堤の保全 

  ○鴨鴨川川上上流流域域ににおおけけるる産産業業廃廃棄棄物物処処理理施施設設ににつついいてて 

  ○流流域域住住民民ににででききるる洪洪水水防防止止対対策策等等ににつついいてて 

  ○家家庭庭ででででききるる水水質質改改善善対対策策ににつついいてて 

○上上流流部部のの森森林林保保全全対対策策ににつついいてて 

○流流水水部部ののゴゴミミ対対策策ににつついいてて  

○樹樹木木（（ささくくらら等等））のの植植樹樹ににつついいてて  

○府府民民のの共共有有財財産産ででああるる鴨鴨川川のの美美化化活活動動のの在在りり方方ににつついいてて（（府府民民のの自自発発的的なな参参加加をを促促すす

方方策策等等）） 

 

４ 中州管理（第４回） 

  ●生態系保全のための中州維持と治水問題等の中州除去の対立問題 

 資料７

-24-



  

５ ホームレス（第４回） 

  ●橋の下の不法占拠住民（ホームレス）対策 

 

６ 河川空間利用（第５回） 

  ●昼休みにも利用できる鴨川空間 

  ●鴨川での迷惑行為 

  ○公衆トイレの適正数と適正間隔 

  ○自転車利用者増加に伴う自転車道の設置 

  ○花の回廊に水辺としての要素を加える 

  ○鴨川公園等のゴミ問題 

  ○新新たたなな迷迷惑惑行行為為のの規規制制ににつついいてて（（他他のの利利用用者者をを排排斥斥すするるよよううなな無無届届のの競競技技利利用用等等）） 

 

７ 魅力の発信（第５回） 

  ●「鴨川・子供塾（仮称）」の設置 

  ○歴史等の高札の設置 

○鴨川に関するイベントの新設 

○鴨川の浅瀬などを利用した子どもたちの水遊び場の設置 

○鴨川の世界遺産登録を目指す 

○堀堀川川とと連連携携ししたた魅魅力力発発信信ににつついいてて 

○鴨鴨川川をを通通ししたた国国際際交交流流のの取取りり組組みみのの推推進進ににつついいてて  

○ササククララのの開開花花時時期期にに植植物物園園ととのの一一体体ととななっったた開開放放ににつついいてて 

○四四季季のの日日のの新新規規イイベベンントトととししてて、、「「世世界界演演劇劇祭祭典典」」をを河河川川敷敷等等ででのの開開催催すするるここととににつつ

いいてて  

○鴨鴨川川ににおおけけるる隠隠れれたた史史跡跡等等のの紹紹介介にによよるる名名所所のの掘掘りり起起ここししににつついいてて 

○鴨鴨川川利利用用者者にに魅魅力力をを発発信信すするるたためめのの施施設設をを設設けけるるここととににつついいてて 
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第
１

～
５

回
鴨

川
府

民
会

議
で

の
議

論
を

受
け

て
の

施
策

展
開

議
題

検
討

・
実

施
中

の
施

策

鴨
川

の
外

来
生

物
特

定
外

来
生

物
防

除
特

定
外

来
生

物
防

除
計

画
（

植
物

）
を

環
境

省
と

協
議

の
上

策
定

（
H

2
1

.3
）

に
つ

い
て

（
第

２
回

）

鳥
類

の
餌

付
け

餌
付

け
の

悪
影

響
の

啓
発

・
関

係
者

と
の

合
同

パ
ト

ロ
ー

ル

（
第

２
回

）

増
水

時
の

安
全

対
川

遊
び

の
子

ど
も

向
け

Ｄ
Ｖ

川
で

遊
ぶ

と
き

気
を

付
け

て
ほ

し
い

こ
と

知
ら

せ
る

子
ど

も
向

け
Ｄ

Ｖ
Ｄ

を
作

成

策
（

第
３

回
）

Ｄ
の

作
成

（
ソ

フ
ト

面
で

し
、

府
内

全
小

学
校

や
関

係
機

関
に

配
布

の
対

策
）

鴨
川

の
ホ

ー
ム

レ
ホ

ー
ム

レ
ス

対
策

京
都

市
ホ

ー
ム

レ
ス

自
立

支
援

等
実

施
計

画
策

定
（

H
2

1
.3

）

ス
に

つ
い

て
（

第
・

河
川

に
起

居
す

る
ホ

ー
ム

レ
ス

の
危

険
性

か
ら

、
他

の
公

共
施

設
以

上
に

早

４
回

）
急

な
対

応
が

必
要

と
明

記
さ

れ
る

・
さ

ら
に

、
鴨

川
等

に
お

け
る

ホ
ー

ム
レ

ス
へ

の
具

体
的

取
組

の
検

討
に

当
た

っ
て

は
鴨

川
府

民
会

議
の

意
見

交
換

の
内

容
も

参
考

に
す

る
と

明
記

さ
れ

る

鴨
川

で
の

迷
惑

行
放

置
自

転
車

対
策

府
市

協
働

パ
ネ

ル
を

設
置

（
H

2
0

.9
）

為
（

第
５

回
）

・
府

市
連

携
に

よ
る

効
率

効
果

的
な

対
策

に
つ

い
て

検
討

中

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

禁
止

区
域

に
お

け
る

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

・
打

ち
上

げ
花

火
の

巡
回

指
導

の
徹

底

打
ち

上
げ

花
火

対
策
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題
名

分
野

内
容

私
た

ち
流

域
住

民
側

の
洪

水
防

御
対

策
河

川
環

境

全
世

帯
に

配
ら

れ
た

『
鴨

川
の

「
万

が
一

」
の

洪
水

に
備

え
て

～
鴨

川
浸

水
想

定
区

域
図

の
策

定
～

』
（

Ｈ
１

５
．

５
京

都
府

）
と

『
京

都
市

防
災

マ
ッ

プ
』

（
Ｈ

１
６

．
８

～
１

７
．

３
）

を
そ

れ
ぞ

れ
の

家
に

当
て

は
め

て
確

認
す

る
/
「

雨
水

ク
ン

」
（

貯
留

タ
ン

ク
）

の
設

置
。

浸
水

被
害

減
少

の
た

め
と

地
下

ト
ン

ネ
ル

は
工

事
費

が
大

き
い

（
堀

川
は

併
せ

て
１

８
億

円
と

か
）

。
/
町

内
会

・
防

災
委

員
を

通
じ

て
地

域
で

助
け

合
う

シ
ス

テ
ム

を
し

っ
か

り
つ

く
る

。
　

そ
の

他
私

た
ち

で
出

来
る

こ
と

は
な

い
か

。

地
下

空
間

の
浸

透
問

題
河

川
環

境
地

下
鉄

・
地

下
街

の
「

避
難

確
保

計
画

」
（

改
正

水
防

法
）

の
策

定
を

（
２

０
０

８
．

１
２

．
７

京
都

新
聞

）
。

水
質

河
川

環
境

合
流

式
下

水
道

か
ら

の
雨

天
時

放
流

水
質

基
準

値
は

B
O

D
4

0
ｍ

ｇ
/
ｌ

以
下

（
Ｈ

３
６

．
４

ま
で

は
７

０
ｍ

ｇ
/
ｌ

）
と

規
定

さ
れ

た
の

で
だ

ん
だ

ん
よ

く
な

る
で

し
ょ

う
が

、
水

質
は

B
O

D
だ

け
で

決
ま

る
も

の
で

も
な

い
と

こ
ろ

が
悩

ま
し

い
と

こ
ろ

で
す

が
。

B
O

D
に

限
れ

ば
一

番
き

た
な

い
の

は
家

庭
の

台
所

の
「

排
水

枡
」

と
の

こ
と

こ
れ

を
年

に
一

度
は

掃
除

。
油

も
の

の
皿

は
紙

な
ど

で
ふ

き
と

る
。

「
雨

水
ク

ン
」

で
雨

水
の

流
出

を
減

少
さ

せ
る

。
合

成
洗

剤
を

使
わ

な
い

。
な

ど
の

配
慮

が
必

要
。

森
林

の
手

入
れ

再
生

河
川

環
境

昨
年

、
桟

敷
ヶ

岳
と

梶
山

に
登

っ
て

思
っ

た
こ

と
/
桟

敷
ヶ

岳
は

ク
リ

ン
ソ

ウ
、

ヤ
マ

シ
ャ

ク
ヤ

ク
、

ヤ
マ

ツ
ツ

ジ
、

雑
木

林
の

新
緑

が
美

し
い

山
。

ナ
ベ

ク
ロ

峠
を

下
っ

た
途

中
の

杉
林

は
折

れ
た

木
々

が
道

を
ふ

さ
ぎ

歩
き

に
く

か
っ

た
。

梶
山

も
同

じ
。

森
の

整
備

が
必

要
。

温
暖

化
の

面
で

も
森

を
見

直
す

必
要

あ
り

。

芝
張

り
後

の
養

生
に

つ
い

て
（

河
川

敷
）

河
川

整
備

課
題

・
護

岸
寄

り
に

張
ら

れ
た

「
芝

」
、

通
路

と
く

ら
べ

て
広

く
、

皆
さ

ん
は

そ
の

上
を

歩
い

た
り

、
自

転
車

に
乗

っ
た

り
で

す
ぐ

す
り

切
れ

（
？

）
て

し
ま

い
ま

す
。

土
止

め
の

お
つ

も
り

で
し

ょ
う

が
、

い
ら

な
い

の
で

は
・

・
・

。
・

小
高

く
し

た
広

い
芝

の
広

場
（

出
雲

路
橋

・
北

・
右

岸
側

）
か

ら
、

芝
を

張
る

た
め

に
下

に
置

か
れ

た
砂

が
雨

で
流

さ
れ

落
ち

て
き

て
、

通
路

を
い

っ
ぱ

い
に

し
、

さ
ら

に
加

茂
川

に
入

り
こ

ん
で

い
ま

す
（

雨
水

吐
口

・
北

横
）

。
業

者
の

方
に

お
願

い
し

た
い

の
は

、
工

事
後

に
一

度
は

見
回

り
に

来
て

い
た

だ
き

た
い

。

川
の

中
の

ご
み

（
紙

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
容

器
な

ど
）

河
川

環
境

御
蔭

橋
か

ら
み

て
も

中
州

に
ひ

っ
か

か
っ

た
ゴ

ミ
が

実
に

大
い

。
観

光
客

の
方

々
に

恥
ず

か
し

い
ほ

ど
。

３
月

半
ば

七
条

か
ら

桂
川

合
流

ま
で

１
３

人
ほ

ど
で

歩
い

て
い

て
、

中
州

に
（

京
川

橋
よ

り
南

に
も

）
ゴ

ミ
が

ひ
っ

か
か

っ
て

い
て

話
題

に
。

丸
太

町
橋

で
川

の
中

に
入

っ
て

三
年

間
ゴ

ミ
を

取
り

続
け

た
方

の
話

で
は

、
取

っ
て

も
取

っ
て

も
上

流
か

ら
流

れ
着

く
の

で
と

て
も

む
な

し
か

っ
た

と
の

こ
と

。
一

人
で

こ
の

作
業

を
す

る
自

信
は

私
に

は
な

い
の

で
す

が
、

何
か

い
い

工
夫

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

記
念

植
樹

受
付

（
サ

ク
ラ

、
エ

ノ
キ

他
）

河
川

環
境

昭
和

１
０

年
６

月
の

水
害

の
あ

と
改

修
事

業
が

終
わ

っ
た

昭
和

２
２

年
に

上
賀

茂
の

左
岸

の
桜

が
植

え
ら

れ
た

そ
う

で
す

。
知

人
の

姉
（

昭
和

１
５

年
生

ま
れ

）
が

小
学

校
入

学
の

記
念

に
植

え
た

木
も

あ
る

そ
う

で
す

。

環
境

保
全

区
域

内
の

廃
棄

物
処

理
施

設
か

ら
復

元
へ

河
川

環
境

地
元

の
人

に
問

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
、

２
月

末
か

ら
新

し
い

展
開

に
な

っ
て

い
る

と
の

こ
と

。
そ

の
結

果
を

待
っ

て
来

年
の

議
題

に
是

非
し

て
下

さ
い

。

第
５

回
府

民
会

議
後

に
提

出
さ

れ
た

議
題

一
覧

 資料７

-27-



鴨
川

四
季

の
日

（
の

関
連

紹
介

）
に

入
れ

て
ほ

し
い

も
の

魅
力

の
発

信

初
夏

/
葵

祭
５

月
（

こ
の

祭
は

賀
茂

川
の

河
川

敷
で

観
る

の
が

一
番

。
左

岸
・

北
山

橋
よ

り
北

か
ら

加
茂

街
道

を
ゆ

っ
く

り
緑

の
中

を
進

む
行

列
を

な
が

め
る

の
が

良
い

。
葵

橋
、

北
大

路
橋

、
御

薗
橋

と
３

つ
の

橋
を

わ
た

る
の

で
賀

茂
川

の
祭

に
し

ま
し

ょ
う

。
）

冬
/
鳥

柱
　

丸
太

町
橋

あ
た

り
午

後
４

時
ご

ろ
ユ

リ
カ

モ
メ

が
ね

ぐ
ら

に
帰

る
と

き
。

見
頃

で
す

。
「

わ
ら

わ
ら

」
と

飛
ぶ

形
容

が
ぴ

っ
た

り
。

河
川

敷
に

お
け

る
「

走
行

競
技

」
や

「
自

転
車

」
の

練
習

利
用

に
つ

い
て

河
川

の
利

用

提
案

：
河

川
敷

で
の

競
技

（
走

り
、

自
転

車
）

の
練

習
等

に
つ

い
て

は
、

日
曜

日
は

避
け

る
、

も
し

く
は

８
：

０
０

a
m

か
ら

１
５

：
０

０
p
m

（
仮

に
）

は
避

け
る

と
い

う
よ

う
な

規
制

を
設

け
て

は
ど

う
か

。
理

由
：

野
鳥

の
会

で
は

河
川

敷
を

利
用

し
て

探
鳥

会
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

特
に

鴨
川

は
安

全
で

あ
る

こ
と

か
ら

子
供

や
高

齢
者

や
車

い
す

で
の

参
加

が
あ

り
ま

す
。

　
し

か
し

、
あ

る
中

学
校

等
で

は
、

先
生

を
伴

っ
て

走
り

競
技

の
タ

イ
ム

を
計

り
な

が
ら

真
剣

に
練

習
に

励
ん

で
い

ま
す

。
で

も
、

も
し

も
そ

の
生

徒
と

ぶ
つ

か
っ

た
場

合
に

は
大

怪
我

が
予

想
さ

れ
、

の
ん

び
り

と
野

鳥
観

察
な

ど
し

て
ら

れ
な

い
心

境
で

す
。

  
ま

た
、

完
全

装
備

の
装

い
で

自
転

車
競

技
に

励
ん

で
ら

れ
る

方
々

も
多

く
見

受
け

ら
れ

ま
す

。
　

「
ど

け
ー

っ
！

」
と

、
罵

声
を

浴
び

せ
な

が
ら

猛
ス

ピ
ー

ド
で

走
り

去
っ

て
行

く
方

も
あ

り
、

情
け

な
く

な
る

こ
と

も
し

ば
し

ば
。

鴨
川

堤
に

樹
木

を
増

植
す

る
こ

と
に

つ
い

て
河

川
環

境

鴨
川

堤
に

は
現

状
で

も
樹

木
は

沢
山

植
え

ら
れ

て
い

る
が

、
多

く
は

街
路

樹
状

の
一

列
配

列
の

植
え

方
の

た
め

、
炎

天
下

な
ど

で
木

陰
を

求
め

る
時

に
十

分
な

木
陰

が
得

ら
れ

ず
、

休
養

・
安

息
の

場
と

し
て

相
応

し
く

な
い

場
合

が
あ

る
。

も
っ

と
木

を
増

や
す

（
木

の
密

度
を

増
や

す
）

こ
と

に
よ

っ
て

木
陰

を
多

く
し

、
ま

た
花

の
咲

く
木

・
実

の
な

る
木

を
植

え
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
憩

い
の

場
と

し
て

の
み

な
ら

ず
、

景
観

上
ま

た
生

き
物

の
棲

息
に

対
し

て
も

良
い

影
響

を
も

た
ら

す
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

と
く

に
、

御
池

大
橋

よ
り

下
流

域
は

樹
木

が
少

な
く

、
樹

木
の

増
殖

に
よ

っ
て

鴨
川

堤
を

景
観

面
で

も
ま

た
環

境
面

で
も

、
緑

の
豊

か
な

「
緑

の
回

廊
」

に
し

た
い

も
の

で
あ

る
。

鴨
川

流
域

の
使

用
区

分
の

明
確

化
に

つ
い

て

河
川

整
備

課
題

「
鴨

川
河

川
整

備
計

画
」

に
基

づ
き

、
鴨

川
の

開
発

・
改

修
工

事
が

進
め

ら
れ

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
が

、
改

修
工

事
に

入
る

前
に

鴨
川

が
有

す
る

機
能

（
防

災
・

環
境

保
全

・
景

観
・

歴
史

的
環

境
・

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

機
能

な
ど

）
に

準
じ

て
、

鴨
川

全
流

域
の

使
用

区
分

を
明

確
に

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

即
ち

、
鴨

川
の

改
修

工
事

は
、

ど
こ

も
一

律
に

行
う

の
で

は
な

く
、

予
め

決
め

ら
れ

た
使

用
区

分
に

対
応

し
て

適
切

に
進

め
ら

れ
る

べ
き

で
あ

ろ
う

。
例

え
ば

①
鴨

川
の

上
流

域
は

、
生

態
系

の
保

全
・

野
外

の
遊

び
場

や
学

び
の

場
（

自
然

学
習

の
場

）
と

し
て

の
機

能
を

重
視

し
た

使
用

②
中

流
域

（
市

街
化

域
）

は
、

歴
史

的
環

境
・

景
観

を
重

視
し

た
使

用
③

下
流

域
は

、
防

災
を

重
視

し
、

ま
た

運
動

場
と

し
て

の
使

用
な

ど
、

使
用

区
分

を
決

め
て

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

流
域

に
即

し
た

工
事

が
な

さ
れ

る
べ

き
と

考
え

る
。
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遊
歩

道
の

土
質

改
良

に
つ

い
て

河
川

整
備

課
題

鴨
川

の
遊

歩
道

は
、

砂
地

の
も

の
と

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

し
た

も
の

の
２

種
が

あ
る

が
、

砂
地

の
も

の
は

雨
が

降
っ

た
後

な
ど

、
道

が
ぬ

か
る

ん
で

歩
道

面
が

凸
凹

に
な

っ
た

り
、

自
転

車
の

轍
が

出
来

た
り

、
ひ

ど
い

所
で

は
川

の
よ

う
に

な
っ

て
砂

の
流

出
が

見
ら

れ
る

等
、

歩
道

の
保

全
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
の

み
な

ら
ず

、
見

た
目

に
も

見
苦

し
い

。
（

と
く

に
、

賀
茂

大
橋

～
丸

太
町

橋
間

西
岸

の
新

し
く

造
成

さ
れ

た
と

こ
ろ

が
ひ

ど
い

様
で

あ
る

。
）

砂
地

歩
道

の
保

全
策

と
し

て
、

一
部

箇
所

に
雨

水
の

排
水

溝
を

設
置

す
る

か
、

砂
地

の
上

に
木

材
の

チ
ッ

プ
・

ゴ
ム

チ
ッ

プ
・

小
粒

の
石

な
ど

を
散

布
・

被
覆

す
る

な
ど

（
京

都
御

苑
や

植
物

園
で

は
、

砂
地

歩
道

に
木

材
の

チ
ッ

プ
が

散
布

さ
れ

て
い

る
）

適
切

な
方

法
に

よ
り

、
歩

道
保

全
の

た
め

の
対

策
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。

鴨
川

美
化

に
対

す
る

住
民

参
加

の
呼

び
か

け
に

つ
い

て
河

川
環

境

大
雨

が
降

っ
た

後
、

減
水

し
た

河
川

敷
（

鴨
川

・
高

野
川

共
に

）
に

は
多

量
の

生
活

用
品

等
の

廃
棄

物
が

散
乱

し
て

い
る

の
が

見
ら

れ
、

美
観

上
ま

た
環

境
面

で
も

嘆
か

わ
し

い
状

況
で

あ
る

。
と

く
に

廃
棄

物
の

多
く

は
、

河
川

流
域

近
辺

の
住

民
の

心
な

い
行

為
に

よ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
よ

っ
て

、
こ

れ
ら

廃
棄

物
を

川
に

投
げ

込
ま

な
い

よ
う

に
心

掛
け

る
と

と
も

に
、

一
般

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
参

加
・

協
力

の
も

と
、

河
川

の
清

掃
美

化
運

動
を

定
期

的
に

推
進

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
、

地
域

住
民

の
意

識
の

向
上

を
喚

起
す

る
呼

び
掛

け
を

行
う

。
呼

び
掛

け
の

方
法

と
し

て
は

、
単

に
清

掃
美

化
だ

け
の

た
め

の
強

制
的

な
進

め
方

で
は

な
く

、
住

環
境

の
整

備
・

美
化

に
よ

っ
て

、
住

み
心

地
が

良
く

な
る

だ
け

で
な

く
、

各
個

人
の

住
地

の
、

地
域

の
、

ひ
い

て
は

京
都

市
全

体
の

資
産

価
値

を
上

げ
る

こ
と

が
出

来
る

と
の

見
地

に
立

っ
て

、
清

掃
美

化
の

必
要

性
を

説
き

、
自

主
的

な
参

加
を

促
す

よ
う

に
す

る
。

鴨
川

の
生

態
系

の
調

査
実

施
に

つ
い

て
自

然
生

態
系

鴨
川

に
は

、
水

生
生

物
・

昆
虫

・
鳥

・
小

動
物

な
ど

、
多

く
の

生
き

物
が

棲
息

し
て

い
る

。
大

都
市

の
街

中
で

、
こ

れ
ほ

ど
生

態
系

の
豊

か
な

場
所

を
擁

し
て

い
る

こ
と

は
市

民
と

し
て

も
誇

ら
し

い
こ

と
で

あ
る

。
今

後
と

も
豊

か
な

生
態

系
を

守
る

と
と

も
に

、
更

に
は

よ
り

豊
か

な
状

態
に

高
め

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
鴨

川
を

自
然

学
習

の
場

と
し

て
、

ま
た

楽
し

み
・

憩
い

の
場

と
し

て
の

質
を

高
め

て
い

く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
そ

の
た

め
の

一
方

策
と

し
て

、
学

童
や

一
般

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
参

加
に

よ
る

、
鴨

川
の

生
態

系
調

査
を

継
続

的
に

行
う

。
例

え
ば

、
生

き
物

の
種

類
と

そ
の

年
次

変
化

を
調

べ
る

等
の

活
動

に
よ

り
、

鴨
川

の
生

態
系

の
学

術
的

な
デ

ー
タ

を
整

備
し

、
鴨

川
の

自
然

環
境

保
全

を
高

め
る

と
と

も
に

、
鴨

川
を

愛
す

る
人

を
増

や
し

「
鴨

川
を

み
ん

な
の

手
で

守
る

」
と

い
う

姿
勢

を
強

め
て

い
く

こ
と

が
期

待
出

来
る

と
考

え
る

。

鴨
川

の
ホ

タ
ル

に
つ

い
て

自
然

生
態

系

鴨
川

の
ホ

タ
ル

を
守

る
た

め
、

ご
理

解
を

頂
い

て
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

大
き

な
川

な
の

で
ホ

タ
ル

を
守

り
増

や
し

て
行

く
活

動
の

難
し

さ
を

あ
ら

た
め

て
感

じ
て

い
ま

す
。

３
月

に
堀

川
に

水
が

流
さ

れ
ま

し
た

。
こ

の
堀

川
に

ホ
タ

ル
が

飛
ん

だ
ら

良
い

な
あ

と
期

待
を

し
て

い
ま

し
た

が
、

ホ
タ

ル
が

棲
め

る
に

は
ほ

ど
遠

い
仕

上
が

り
に

な
っ

て
い

て
、

残
念

に
思

っ
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

以
前

か
ら

想
っ

て
い

た
こ

と
で

す
が

、
鴨

川
河

床
も

し
く

は
河

川
敷

に
「

ホ
タ

ル
の

小
川

」
を

作
る

事
は

出
来

る
の

で
し

ょ
う

か
。

「
ホ

タ
ル

の
小

川
」

の
管

理
は

申
し

込
み

に
よ

り
各

小
学

校
が

担
当

。
学

区
内

に
小

川
が

無
い

子
ど

も
達

や
自

然
保

護
や

環
境

を
学

ぶ
良

い
教

材
に

な
ら

な
い

で
し

ょ
う

か
。
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落
差

工
に

つ
い

て
河

川
環

境

落
差

工
に

よ
る

水
質

悪
化

。
落

差
工

形
状

変
更

が
可

能
か

。
と

０
８

年
に

提
案

し
ま

し
た

が
、

年
ご

と
に

水
量

が
減

少
し

て
い

る
鴨

川
で

は
水

質
悪

化
は

今
後

も
進

む
と

お
も

っ
て

い
ま

す
。

０
７

年
に

桂
川

の
久

世
橋

付
近

で
も

同
じ

よ
う

な
意

見
が

乙
訓

桂
川

愛
護

会
か

ら
淀

川
河

川
事

務
所

に
出

さ
れ

て
お

り
、

河
川

事
務

所
で

は
「

１
号

井
堰

か
ら

堰
の

改
変

を
検

討
し

て
い

る
」

ら
し

い
で

す
が

、
鴨

川
で

も
検

討
し

て
い

た
だ

く
可

能
性

は
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

鴨
川

上
流

の
森

林
保

全
に

つ
い

て
河

川
環

境

近
年

、
降

雨
量

が
少

な
く

な
っ

て
お

り
鴨

川
の

水
量

も
減

少
し

て
い

る
よ

う
に

思
っ

て
い

ま
す

。
今

年
３

月
。

急
に

暖
か

く
な

っ
た

頃
に

雪
解

け
水

で
し

ょ
う

か
。

鴨
川

出
町

橋
で

は
水

量
が

増
え

た
時

期
が

あ
り

ま
し

た
が

現
在

は
元

に
も

ど
っ

て
い

ま
す

。
京

都
気

象
台

の
降

水
量

資
料

で
は

５
０

年
単

位
で

み
る

と
約

２
０

％
の

減
少

ら
し

い
で

す
。

雲
ヶ

畑
に

は
「

水
源

涵
養

林
」

の
看

板
が

あ
り

ま
す

が
効

果
は

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
ま

た
、

雲
ヶ

畑
森

林
組

合
の

森
林

保
全

の
取

り
組

み
な

ど
あ

り
ま

し
た

ら
ご

紹
介

く
だ

さ
い

。
府

と
し

て
は

、
ど

の
よ

う
な

取
り

組
み

を
さ

れ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。

「
鴨

川
の

日
」

に
つ

い
て

魅
力

の
発

信

去
年

一
年

「
鴨

川
の

日
」

の
取

り
組

み
は

地
味

だ
な

あ
と

い
う

の
が

印
象

で
す

。
予

算
が

少
な

い
よ

う
で

企
画

す
る

の
は

大
変

だ
な

あ
と

お
も

っ
て

い
ま

す
。

予
算

を
無

視
し

て
世

界
の

鴨
川

に
ふ

さ
わ

し
い

提
案

を
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
鴨

川
四

条
河

原
は

歌
舞

伎
発

祥
の

地
と

し
て

世
界

中
に

有
名

で
す

。
こ

の
鴨

川
で

「
世

界
演

劇
祭

典
」

開
催

は
い

か
が

で
し

ょ
う

。

『
京

都
・

水
と

緑
と

憩
い

の
回

廊
、

再
発

見
！

』

魅
力

の
発

信

今
回

よ
う

や
く

「
堀

川
」

が
再

生
し

ま
し

た
。

京
都

市
民

と
し

て
大

変
嬉

し
く

思
い

ま
す

。
「

堀
川

」
に

導
水

し
て

い
る

の
は

疏
水

で
あ

る
と

は
言

う
も

の
の

、
京

都
と

い
う

都
市

に
お

い
て

の
象

徴
的

存
在

で
あ

る
「

鴨
川

」
を

基
軸

と
し

て
、

も
う

一
本

、
南

北
を

流
れ

る
清

流
が

完
成

し
た

と
い

う
事

は
大

変
意

義
深

い
こ

と
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

　
こ

の
二

つ
の

川
の

お
か

れ
て

い
る

背
景

そ
の

も
の

は
微

妙
に

異
な

っ
て

い
る

と
は

い
う

も
の

の
、

京
都

と
い

う
大

都
市

を
流

れ
て

い
る

川
と

し
て

、
同

じ
使

命
を

持
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
「

鴨
川

」
近

辺
か

ら
』

『
堀

川
』

へ
の

流
れ

を
、

一
本

の
水

の
線

と
考

え
る

、
即

ち
、

こ
の

水
の

線
を

「
水

の
回

廊
」

と
し

て
と

ら
え

、
今

後
、

何
ら

か
共

同
イ

ベ
ン

ト
を

展
開

し
て

は
如

何
な

も
の

で
し

ょ
う

か
。

考
え

方
と

し
て

は
、

鴨
川

か
ら

堀
川

へ
の

水
の

流
れ

を
、

『
水

の
回

廊
』

と
し

て
と

ら
え

る
こ

と
に

よ
り

、
大

都
市

を
流

れ
る

『
水

と
緑

の
回

廊
』

・
・

、
つ

ま
り

水
と

憩
い

の
都

市
公

園
。

こ
れ

を
、

『
京

都
・

水
と

緑
と

憩
い

の
回

廊
』

と
表

現
し

て
は

ど
う

で
し

ょ
う

か
。

一
年

に
２

回
程

度
、

春
と

秋
に

、
観

光
客

を
も

巻
き

込
ん

だ
、

楽
し

く
そ

し
て

有
意

義
な

、
鴨

川
と

堀
川

を
舞

台
に

し
た

一
過

性
で

は
な

い
共

同
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

い
も

の
で

す
。

も
ち

ろ
ん

、
現

在
の

「
鴨

川
・

四
季

の
日

」
に

「
堀

川
」

を
巻

き
込

ん
で

も
い

い
で

し
ょ

う
。

具
体

的
方

法
に

つ
い

て
は

議
論

を
待

つ
と

し
て

も
、

こ
の

よ
う

に
大

都
市

を
流

れ
る

二
本

の
川

を
『

水
の

回
廊

』
と

表
現

、
つ

ま
り

『
水

と
緑

と
憩

い
の

回
廊

、
再

発
見

！
』

と
位

置
付

け
て

イ
ベ

ン
ト

展
開

も
有

意
義

な
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

河
川

内
の

整
備

に
つ

い
て

（
中

州
対

策
）

中
州

管
理

・
中

州
の

除
去

を
早

急
に

実
施

す
る

。
そ

れ
は

治
水

、
景

観
、

衛
生

面
か

ら
必

須
で

あ
る

。
現

状
で

は
、

鴨
川

を
愛

す
る

府
市

民
の

精
神

は
生

ま
れ

な
い

、
他

府
県

の
観

光
客

も
失

望
し

て
い

る
。

・
堤

防
、

河
川

敷
の

樹
木

を
増

植
し

小
動

物
鳥

類
を

保
護

す
る

。
（

上
流

域
）

た
だ

し
、

”
大

都
市

貫
流

”
の

河
川

で
あ

る
事

が
前

提
で

あ
る

。
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景
観

の
保

全
、

改
善

対
策

に
つ

い
て

河
川

環
境

・
河

川
内

の
定

期
整

備
の

必
要

性
・

自
然

を
保

ち
つ

つ
、

列
植

・
植

栽
の

整
備

（
乱

れ
の

改
善

）
・

水
質

の
改

善
・

３
山

の
植

物
生

態
系

の
研

究
と

長
期

的
整

備

サ
ク

ラ
の

保
全

と
育

成
に

つ
い

て
河

川
環

境

・
既

存
の

「
し

は
ん

ザ
ク

ラ
」

「
な

か
ら

ぎ
の

サ
ク

ラ
」

は
衰

弱
化

し
て

お
り

、
そ

の
保

全
を

行
う

。
・

鴨
川

の
河

川
敷

数
カ

所
に

サ
ク

ラ
の

種
類

別
ゾ

ー
ン

を
つ

く
り

、
将

来
京

都
の

サ
ク

ラ
名

所
に

育
て

る
。

・
箇

所
別

ゾ
ー

ン
を

設
置

し
、

鴨
川

で
長

期
に

わ
た

り
（

１
カ

月
以

上
）

サ
ク

ラ
を

楽
し

め
る

う
よ

う
に

す
る

。
・

開
花

期
間

だ
け

で
も

、
鴨

川
・

植
物

園
の

一
体

的
開

放
を

は
か

る
。

鴨
川

の
世

界
遺

産
登

録
に

つ
い

て
魅

力
の

発
信

・
早

期
の

実
現

は
実

体
上

厳
し

い
と

思
わ

れ
る

が
、

将
来

、
文

化
自

然
複

合
資

産
と

し
て

の
登

録
を

指
向

す
る

。
・

こ
の

遠
い

目
標

に
向

か
っ

て
行

政
（

国
も

）
、

業
界

、
府

市
民

の
役

割
を

明
確

に
し

、
実

態
整

備
を

は
か

る
。

・
こ

の
目

標
（

ス
ロ

ー
ガ

ン
）

に
よ

り
府

市
民

の
自

覚
も

生
ま

れ
る

。
（

近
県

で
は

、
「

琵
琶

湖
」

が
名

乗
り

を
あ

げ
つ

つ
あ

る
。

他
に

天
の

橋
立

、
市

内
社

寺
の

追
加

動
向

）

鴨
川

を
通

し
て

地
域

間
外

交
や

国
際

交
流

を
す

る
こ

と
に

つ
い

て

魅
力

の
発

信

水
問

題
が

世
界

的
に

注
目

を
さ

れ
、

川
の

意
味

や
川

を
大

事
に

す
る

取
り

組
み

か
ら

、
交

流
を

し
て

、
川

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

は
か

る
。

清
水

寺
が

清
水

会
を

全
国

の
清

水
寺

に
呼

び
か

け
て

４
月

３
日

を
清

水
の

日
と

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
っ

て
交

流
し

て
発

信
す

る
。

鴨
川

の
歴

史
的

、
文

化
的

視
点

か
ら

発
信

と
名

所
づ

く
り

に
つ

い
て

魅
力

の
発

信

鴨
川

の
歴

史
は

知
ら

れ
て

い
な

い
も

の
が

多
く

、
そ

の
歴

史
を

学
ぶ

こ
と

は
京

都
の

歴
史

を
学

ぶ
こ

と
に

な
る

。
明

治
維

新
後

の
鴨

川
の

清
掃

を
行

う
市

民
の

様
子

は
、

今
で

は
考

え
ら

れ
な

い
ほ

ど
、

元
気

が
あ

り
活

力
に

満
ち

溢
れ

て
い

た
こ

と
等

学
ん

で
鴨

川
と

の
関

わ
り

も
考

察
す

る
。

鴨
川

の
駅

構
想

に
つ

い
て

魅
力

の
発

信
道

の
駅

が
あ

る
よ

う
に

川
の

駅
を

つ
く

る
。

い
わ

ば
観

光
名

所
の

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

的
な

も
の

が
あ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

鴨
川

の
魅

力
を

更
に

発
信

し
身

近
な

川
と

し
て

い
く

。
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